
木質２方向ラーメン構造（サミットＨＲ工法）基準図　ＮＯ．１

１．　共通事項

２．　部材の品質
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１．１　適用範囲

本基準図は、柱・梁部材に構造用単板積層材（ＬＶＬ）および構造用集成材を使用し、柱・梁を鉄筋により

剛接合した木質ラーメン構造（以下サミットＨＲ工法という）による建築物を対象とする。

※　製材品等の工事については、ＨＲ工法適用範囲外とする。

１．２　一般事項

ｃ．　建方終了後速やかに建方記録を作成し、監督員に提出する。

２．１　ＬＶＬ

（同等品のＬＶＬを使用する場合は、日本農林規格に規定する試験を行い曲げヤング係数区分・等級を判別する。）

ｂ．　使用材料

使用区分
材　　質

樹種
曲げヤング係数区分 水平せん断性能

６０Ｖ－５１Ｈ

５５Ｖ－４７Ｈ

４０Ｖ－３４Ｈ

２．２　構造用集成材

ｂ．　使用材料

使用区分
材　　質

対称異等級構成集成材（材面品質２種）

Ｅ１２０－Ｆ３３０

Ｅ１０５－Ｆ３００

Ｅ６５－Ｆ２２５

樹種

使用区分
材　　質

同一等級構成集成材（材面品質２種）

Ｅ１２０－Ｆ３７５

Ｅ１０５－Ｆ３４５

Ｅ６５－Ｆ２５５

樹種

２．３　仕上

表面仕上

塗　　装

プレーナー仕上

養生塗装（保護塗料　工場１回塗り）

※プレーナー仕上

ＬＶＬ（積層面のみ） 集成材（積層面・板目面）

ａ．　使用材料 鉄　筋　径

Ｄ１９

Ｄ２５

材　　質

ＳＤ３４５

（ＪＩＳ　Ｇ　３１１２）

ｂ．鉄筋径と孔径の関係は下記による。

呼び名

Ｄ１９

Ｄ２５

最外径

２１ｍｍ

２８ｍｍ

一般の接合部

２５ｍｍ

３２ｍｍ

孔径

柱脚接合部

２９～３９ｍｍ

３６～４６ｍｍ

（誤差は＋２ｍｍ以内とする）

ｃ．　接合鉄筋の配置と埋込長

Ｌｇ：鉄筋の埋込長

ｅ　：鉄筋のへりあき

１００Ｅ
≧

Ｅ１０５

１００Ｅ
＜

Ｅ１０５

Ｅ

ｅ1

ｅ２

ｅ３

ｐ

≧５０＋１．５ｄ

≧１．５ｄ
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≧３．０ｄ

≧５０＋２．０ｄ

≧２．０ｄ

≧１．５ｄ

繊維方向（柱・梁）：Ｌｇ（１）

繊維直角方向（柱）：Ｌｇ（２）

基礎　　　　　　　：Ｌｇ（３）
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≧

Ｅ１０５
＜

１００Ｅ

Ｅ１０５

≧３００ｍｍ

≧２００ｍｍ

≧５００ｍｍ

≧２０ｄ

≧２００ｍｍ

≧５００ｍｍ

ａ．使用材料

ｄ．ドリフトピン・ラグスクリュー・ボルトの配置要領
ｄ：ボルト径

Ｌ：ボルト埋込長（ボルト長さ－背板厚）

※　梁の両面から打つラグスクリューが当たる時は、それぞれのレベルを変える

１　繊維方向加力の配置要領

２　繊維直角方向加力の配置要領

ｓ：Ｌ／ｄ＝２・・・・・３ｄ以上

　　２≦Ｌ／ｄ＜６・・・３ｄ～５ｄ以上

　　Ｌ／ｄ≧６・・・・・５ｄ以上

ただし、ｓの値が６０未満の時はｓ＝６０とする

＜伏図・軸組図の凡例＞

小梁・剛接合の場合 小梁・大梁ダボ接合の場合

（ピン端で鉄筋接合の場合）

小梁・金物接合の場合

３．　鉄筋接合部共通事項

４．　金物共通事項

５．設計条件

　　最終改正：平成１５年農林水産省告示第２３７号）によるもの、または同等品とする。

　　最終改正：平成１５年農林水産省告示第２３５号）によるもの、または同等品とする。

１２０Ｅ－特級

１００Ｅ－特級

６０Ｅ－特級

ｄ　：異形鉄筋の呼び名

原則下記の通りとする

≧１．５ｄ（標準５０） ≧２．０ｄ（標準６５）

（誤差は±２ｍｍ以内とする）

５．１　荷重及び外力

２（多雪地域）３５

５０ （一般地域）

（単位：Ｎ／ｍｍ　）

６．その他

ａ．アンカー筋及びセットは鉄筋・コンクリート工事とする。

ｃ．建入れ直し用フック筋及びセットは鉄筋・コンクリート工事とする。

ｄ．垂木及び垂木掛け・根太及び根太掛けは木工事（ＨＲ工法以外）とする。

小梁・スラブ用 柱・大梁用 地震用 （単位：Ｎ／ｍ　）

５．２　仮設材取外しエポキシ圧縮強度

ＪＩＳ　Ｋ　５６２１　以上

ＪＩＳ　Ｋ　５６２１　以上

ＪＩＳ　Ｋ　５６２１　以上

ＪＩＳ　Ｋ　５６２１　以上

ＪＩＳ　Ｋ　５６２１　以上

ＪＩＳ　Ａ　５５４０

ＪＩＳ　Ｂ　１１８１

ＪＩＳ　Ｂ　１１８０

ＳＷＲＭ　８～１２

ＪＩＳ　Ｇ　３５０５

ＳＷＲＭ　８～１２

ＪＩＳ　Ｇ　３５０５

ＪＩＳ　Ｇ　３１０１

防　錆　処　理材　　質

Ｍ１６

Ｍ１２

Ｍ１６

Ｍ１２

Ｍ１２

Ｍ１６

Ｍ１２

ＳＳ４００

材質又は呼び径・種類

プレート

ボルト・ナット

鉄筋ブレース

（ＴＢ付）

ドリフトピン（Ｄ.Ｐ）

ラグスクリュー（Ｌ.Ｓ）

ａ．　ＬＶＬや集成材の製作にあたっては、製作要領書を作成し監理者の承認を受ける。

ｂ．　建方に先立ち、必要な施工図とともに施工計画書を作成し、監督員の承認を受ける。

ｄ．　エポキシ樹脂　：　国土交通省規格値をＪＩＳの試験方法により合格したもの（圧縮強度規格値　５０Ｎ／ｍｍ　以上）　２

ａ．　ＬＶＬの品質は、「構造用単板積層材の日本農林規格」（初版：昭和６３年農林水産省告示第１４４３号、

ａ．　構造用集成材の品質は、「構造用集成材の日本農林規格」（初版：平成８年農林水産省告示第１１１号、

Ｍ１６（Ｆ８Ｔ）

ｄ．　燃え代

ｃ．　地震地域係数

ｅ．　積載荷重

70

70
70

70

704

ｂ．ボルト等の孔径・長さ

種　別

ドリフトピン

ラグスクリュー

ボルト

Ｍ１２

Ｍ１６

Ｍ１２

Ｍ１２

Ｍ１６

金物孔径 木材孔径
梁巾１２０ 梁巾１５０

長さ

梁巾１７０

梁巾１８０

１２．５φ

１６．５φ

１３．０φ

１３．０φ

１７．０φ

１２φ

１６φ

９φ（下穴　Ｌ＝５０）　

１３φ

１７φ

９５ １１８ １４５

ｃ．金物溶接要領

隅肉溶接（両面溶接　ｔ≦１２）

Ｇ＝０

ｔ

４．５

６

９

１２

ｓ

３．５

４．０

６．０

８．０

ＪＩＳ　Ｋ　５６２１　以上ＪＩＳ　Ｇ　３１３１
ｔ＝　　　φ

ｔ＝　　　φ
丸座金

高力ボルト ＪＩＳ　Ｂ　１１８６
溶融亜鉛メッキ

ａ．　積雪荷重 ２

ｂ．　速度圧

（長期・短期　）

６５、７５、１００、１１０

4d
以

上

ｒ

ｒ

ｒ

ｒ：３ｄ以上かつ６０以上

ｅ２：１．５ｄ以上かつｒ／２以上

≧３．０ｄ

ｂ．専門足場は仮設工事の範囲（ＨＲ工法工事外）とする。

図面番号〒２５９－１３０５　秦野市堀川１３－２

ＴＥＬ　０４６３－８８－３００７

１級建築士事務所

（株）岩田幸司設計事務所
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平成１７年度秦野市くずは青少年野外センター再整備事業附属棟建築工事

八角の館　木基準図-１
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